
昼
時
、
吾
等
腹
痛
、
又
滑
便
潟
ス
。
加
味
平
胃
散
煎
用
、
暮
時
前
ま
で
、
都
合
三
度
涛
ス
。
熊
胆
服
用
。
昼
後
、
鰯
・
黄
瓜
・
ぬ
た
の
当
り

し
ゆ
え
也
。
今
晩
、
夜
食
を
た
う
く
ず
。
気
分
二
替
る
こ
と
な
し
。

℃
、

『
嘉
永
元
年
戊
申
日
記
』
（
岐
阜
市
円
徳
寺
蔵
）
と
表
紙
に
墨
書
さ
れ
た
こ
の
日
記
は
、
い
ま
馬
琴
が
記
す
と
い
っ
た
が
、
じ
つ
は
馬
琴
自
身
の

筆
で
は
な
い
。
八
年
前
の
天
保
十
一
年
正
月
、
す
で
に
馬
琴
は
両
眼
の
明
を
失
っ
て
い
た
。
日
記
を
口
述
筆
記
し
て
い
た
の
は
、
嫁
の
お
路

（
一
一
）

（
染
ち
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
、
馬
琴
は
八
十
二
歳
、
お
路
は
四
十
三
歳
。
馬
琴
の
長
男
で
お
路
の
夫
で
あ
る
宗
伯
は
す
で
に
十
三
年
前
に

し
う
と

残
し
、
馬
琴
の
妻
お
百
も
七
年
前
他
界
し
、
い
ま
は
盲
目
の
舅
馬
琴
と
未
亡
人
の
嫁
お
路
と
病
弱
な
二
十
一
歳
の
嫡
孫
太
郎
と
そ
の
二
番
目
の

、
、

妹
で
十
六
歳
の
さ
ち
と
い
う
心
も
と
な
い
滝
沢
家
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
日
か
ら
半
年
後
、
馬
琴
は
世
を
去
る
の
で
あ
る
。

そ
の
夜
、
こ

う
に
記
す
。

嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
五
月
十
一
日
、
江
戸
は
明
け
方
か
ら
雨
が
降
り
出
し
、
一
日
中
降
り
し
き
り
、
夜
に
な
っ
て
も
止
ま
な
か
っ
た
。

（
一
）

の
夜
、
雨
音
に
耳
を
澄
ま
し
な
が
ら
、
四
谷
信
濃
坂
（
現
東
京
都
新
宿
区
信
濃
町
）
の
居
宅
の
一
室
に
端
坐
し
た
滝
沢
馬
琴
は
、
日
記
に
次
の
ょ

『
馬
琴
日
記
』
に
あ
ら
わ
れ
た
病
気
と
医
療

ｌ
滝
沢
み
ち
を
中
心
に
Ｉ

距
稚
権
樫
奎
罐
誌
雫
澤
一
卦
把
壁
罎
建
病
昭
和
六
十
三
年
二
月
十
五
日
受
付

r△

V_

川

昭

二
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（
マ
マ
）

そ
の
ご
、
馬
琴
は
「
今
日
も
悪
寒
、
食
事
不
進
」
（
五
月
十
九
日
）
、
あ
る
い
は
「
此
せ
つ
、
甚
冷
気
二
て
、
時
候
尤
不
順
也
、
吾
等
機
分
不

出
来
」
（
五
月
二
十
二
日
）
の
日
々
を
過
し
て
い
た
が
、
お
路
に
は
代
読
・
代
筆
を
続
け
さ
せ
て
い
た
。
そ
こ
に
ま
た
例
に
よ
っ
て
太
郎
が
六
月

（
七
）

一
日
時
候
あ
た
り
で
発
熱
、
柴
胡
姜
桂
湯
を
つ
く
っ
て
服
用
す
る
。

太
郎
、
時
候
あ
た
り
、
昨
朝
よ
り
熱
気
有
之
二
付
、
自
療
二
て
、
柴
胡
姜
桂
湯
煮
用
ス
。
終
日
平
臥
。
昼
前
、
お
ミ
ち
代
読
、
宇
治
拾
遺
三

（
一
二
）

さ
て
、
翌
十
二
日
、
江
戸
は
曇
り
空
、
馬
琴
の
腹
痛
も
か
わ
ら
ず
、
服
薬
は
昨
日
の
加
味
平
胃
散
か
ら
平
胃
散
に
変
え
、
こ
の
と
こ
ろ
お
路

が
毎
日
続
け
て
い
た
『
女
郎
花
五
色
石
台
」
の
代
筆
は
休
む
。
そ
の
翌
日
の
十
三
日
、
馬
琴
の
腹
具
合
は
同
じ
だ
っ
た
が
、
代
筆
は
再
開
し

の
ど

（
四
）

た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
日
、
日
頃
か
ら
病
弱
な
太
郎
が
風
邪
を
再
発
し
た
の
か
、
顔
に
腫
物
が
で
き
、
喉
と
脚
も
腫
れ
、
六
味
湯
・
独
活
湯
を
服

太
郎
、
四
時
頃
、
母
二
髪
月
代
致
貰
、
平
庵
方
へ
行
。
此
せ
つ
風
疾
再
発
之
気
味
二
て
、
面
部
に
腫
物
出
来
、
咽
喉
・
脚
も
少
ミ
腫
候
間
、

（
マ
マ
）

療
治
を
乞
ふ
。
則
、
六
味
湯
七
貼
を
授
ら
る
。
是
迄
之
独
沽
寄
生
湯
を
転
薬
致
、
明
日
よ
り
六
味
湯
を
煎
用
。

、
、
、
、
、
、
、

そ
れ
か
ら
三
日
後
の
十
六
日
、
馬
琴
と
太
郎
が
よ
う
や
く
お
さ
ま
り
か
け
た
頃
、
こ
ん
ど
は
さ
ち
が
時
候
あ
た
り
の
う
え
、
寄
生
虫
の
回
虫

、
、
（
五
）
こ
く
が
ん
し
（
六
）

（
眈
虫
）
が
た
く
さ
ん
出
て
き
て
、
腹
痛
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
自
家
製
売
薬
の
黒
丸
子
と
熊
胆
な
ど
を
服
用
さ
せ
る
。

お
さ
ち
、
時
候
あ
た
り
之
上
、
此
間
中
よ
り
、
日
昌
航
虫
多
く
出
候
ゆ
へ
、
昨
夜
〈
腹
痛
致
候
二
付
、
黒
丸
子
服
用
。
今
早
朝
未
明
、
腹
痛

不
止
候
間
、
熊
胆
服
用
の
処
、
暫
し
て
吐
ス
。
依
之
、
起
中
安
娩
湯
煎
用
。
昼
後
迄
不
食
二
て
、
打
臥
罷
在
、
昼
後
よ
り
、
茶
づ
け
飯
、
食

用
す
る
。

お
さ
ち
、
眈
坐

功
一
じ
る
し
。

太
郎
、
時
停

巻
、
読
之
。

、
、

そ
の
六
月
六
日
、
さ
ち
は
服
薬
の
効
き
目
が
出
て
き
た
の
か
、
眈
虫
が
大
量
に
出
て
き
て
、
二
十
日
目
に
平
癒
し
た
。

お
さ
ち
、
眈
虫
丸
薬
の
功
二
て
、
折
ミ
ー
ッ
ニ
ッ
ヅ
‐
全
下
り
候
所
、
今
日
は
二
寸
許
の
小
眈
虫
数
不
知
多
く
下
り
候
由
也
。
利
呂
丸
、
尤
も

之
0
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お
ミ
ち
、
中
暑
之
気
味
｜
一
て
、
腹
痛
寒
熱
ス
。
五
答
散
煎
用
。

翌
九
日
、
風
が
烈
し
く
吹
き
、
夕
方
か
ら
は
雨
も
ば
ら
つ
い
て
き
た
。
お
路
は
自
分
の
容
体
を
、
馬
琴
の
語
る
ま
ま
こ
う
記
す
。
先
夜
の
五

（
八
）

答
散
（
五
苓
散
か
？
）
に
新
し
い
煎
薬
も
服
用
す
る
。

お
ミ
ち
、
昨
夜
発
熱
、
且
、
折
と
腹
痛
ス
。
五
答
散
・
加
味
乾
姜
甘
草
、
煎
用
。
昼
後
よ
り
、
少
２
醒
。

そ
し
て
、
翌
十
日
か
ら
は
お
路
の
腹
痛
も
熱
も
ひ
ど
く
な
り
、
日
記
は
か
わ
っ
て
太
郎
が
代
筆
す
る
こ
と
と
な
る
。

路
自
身
つ
ぎ
の
よ
う
に
日
記
に
記
す
。

盲
目
で
老
衰
の
舅
と
病
気
勝
ち
の
息
子
や
娘
の
介
抱
に
か
か
り
き
り
の
お
路
は
、
い
ま
は
も
う
習
慣
的
に
さ
え
な
っ
て
し
ま
っ
た
舅
馬
琴
の

口
述
筆
記
と
い
う
大
役
が
あ
り
、
ま
た
家
計
の
足
し
に
し
て
い
る
売
薬
づ
く
り
や
売
捌
き
も
や
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
日
常
的
な
家
事
労
働
、
往
診

の
医
師
や
病
気
見
舞
い
の
客
た
ち
と
の
応
対
、
出
勤
す
る
病
弱
な
息
子
の
世
話
等
今
…
：
お
路
は
早
朝
か
ら
深
夜
ま
で
一
刻
の
休
ま
る
間
も
な

く
働
き
づ
め
に
動
い
て
い
た
。
そ
の
上
、
「
日
々
炎
熱
」
と
い
う
酷
暑
の
日
が
続
い
た
。
さ
す
が
日
頃
頑
健
で
気
丈
な
お
路
も
、
無
理
が
た
っ

た
の
か
、
八
月
八
日
到
頭
発
病
し
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
日
、
江
戸
の
空
模
様
は
不
安
定
で
、
昼
に
夕
立
が
三
度
も
あ
り
、
夜
中
も
雨
音
が
。
〈
ラ
パ
ラ
と
庇
を
打
っ
た
。
馬
琴
の
語
る
ま
ま
、
お

六
月
も
下
旬
に
な
る
と
天
候
も
安
定
し
た
の
か
、
晴
天
の
日
が
続
き
、
い
よ
い
よ
酷
暑
の
夏
と
な
っ
た
。
六
月
二
十
五
日
は
「
晴
、
極
大

暑
、
風
な
し
、
凌
か
ね
」
、
そ
し
て
七
月
二
日
に
な
る
と
「
此
せ
つ
、
日
と
炎
熱
、
老
人
井
二
脆
弱
者
之
者
、
凌
か
ね
ル
ほ
ど
の
事
也
」
と
い
つ

（
マ
マ
）

た
炎
暑
の
日
が
続
く
。
七
月
十
九
日
に
は
ま
た
例
に
よ
っ
て
太
郎
が
、
「
昨
日
よ
り
、
膝
二
頭
は
げ
の
如
き
腫
物
出
来
、
歩
行
不
自
由
」
に
な

、
、

り
、
二
十
一
日
に
は
そ
の
腫
物
も
「
ふ
き
切
、
よ
う
（
癌
）
も
出
候
」
と
お
さ
ま
っ
て
き
た
が
、
医
師
の
礒
田
平
庵
や
草
間
宗
仙
が
と
き
ど
き
往

診
に
や
っ
て
来
て
い
た
。
た
と
え
ば
八
月
三
日
に
は
こ
う
あ
る
。

夕
七
時
、
草
間
宗
仙
来
診
。
太
郎
、
対
面
。
容
体
を
告
、
診
豚
之
上
、
煎
茶
・
く
わ
し
を
出
ス
。
供
人
二
人
二
酒
代
百
文
、
遣
之
。
其
後
帰

去
◎
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頃
起
き
て
き
た
。
そ
の
睦

琴
は
口
述
筆
記
さ
せ
る
。

、
、

、
、

翌
十
一
日
、
医
師
草
間
宗
仙
が
来
診
、
お
路
を
診
察
Ｌ
調
剤
を
煎
用
。
こ
の
日
の
痢
数
は
、
昨
日
と
同
じ
十
七
度
に
及
ん
だ
。
翌
十
二
日

、
、
、

は
痢
数
は
十
一
度
に
減
っ
た
が
、
「
宿
熱
」
が
あ
っ
た
。
そ
の
翌
十
三
日
に
な
る
と
、
「
持
病
の
眈
虫
」
が
出
て
、
胸
に
差
込
み
が
あ
り
、
熊
胆

を
服
用
し
た
。
太
郎
は
別
室
で
臥
し
て
い
る
母
の
容
体
を
、
次
の
よ
う
に
記
す
。

お
承
ち
容
体
、
昨
晩
暮
過
よ
り
、
痢
数
六
度
、
昼
夜
一
而
十
六
度
也
。
今
日
天
明
後
よ
り
、
暮
時
迄
、
痢
数
八
度
、
其
内
壱
度
は
小
便
の
ミ
。

朝
、
粥
壱
わ
ん
、
昼
夕
と
も
同
断
。
其
節
、
薩
摩
芋
少
ミ
、
右
少
再
も
順
快
二
者
候
得
ど
も
、
持
病
之
航
虫
少
発
、
胸
胴
よ
り
差
込
事
有
之
、

（
マ
マ
）

其
折
ミ
、
熊
旦
を
用
。
且
、
昼
夜
と
も
盗
汗
少
ど
出
、
昨
晩
は
痢
数
少
ゆ
ゑ
か
、
半
夜
寝
二
附
ぬ
。
こ
の
外
は
変
る
事
な
し
。

や
わ

こ
の
夜
は
、
眈
虫
の
差
込
桑
で
眠
れ
な
か
っ
た
が
、
翌
十
四
日
の
夕
方
に
な
る
と
す
こ
し
和
ら
い
で
き
た
。
こ
の
日
、
太
郎
は
母
が
病
気
な

の
で
欠
勤
、
近
所
の
人
た
ち
が
お
路
の
病
気
見
舞
い
に
や
っ
て
来
て
、
「
な
ぐ
さ
め
」
て
は
帰
っ
て
い
っ
た
。

お
承
ち
容
体
、
昨
夜
暮
時
過
よ
り
、
今
日
天
明
迄
、
痢
数
七
度
、
昼
之
七
度
共
、
十
四
度
也
。
夜
中
、
航
虫
差
込
候
而
、
眠
兼
候
。
熱
気
も

変
事
無
、
今
日
天
明
過
よ
り
、
暮
時
迄
、
痢
数
七
度
也
。
朝
粥
壱
わ
ん
、
昼
同
断
。
夕
七
時
頃
、
蕎
麦
切
少
崖
、
、
夕
膳
粥
壱
椀
、
昼
後
よ

り
、
航
の
さ
し
込
少
ど
和
ら
ぎ
候
よ
し
也
。
此
外
変
事
な
し
。

朝
飯
一
わ
ん
占

五
時
入
申
付
置
。

あ
け
ば
ん

う
た
た
れ

七
月
十
日
、
江
戸
は
終
日
南
風
が
吹
い
て
い
た
。
太
郎
は
明
番
で
四
時
（
午
前
十
時
）
頃
帰
宅
し
、
食
後
転
寝
を
し
、
七
時
（
午
後
四
時
）

、
、

起
き
て
き
た
。
そ
の
晩
、
太
郎
は
母
お
路
に
か
わ
っ
て
、
祖
父
馬
琴
の
前
に
坐
り
、
日
記
の
筆
を
と
る
。
お
路
は
「
痢
病
な
る
べ
し
」
と
馬

（
マ
マ
）

お
ミ
ち
、
昨
晩
も
ね
つ
気
有
之
、
明
暁
腹
痛
、
天
明
迄
、
四
度
ノ
ノ
、
便
通
ズ
。
其
よ
り
後
、
暮
時
迄
拾
七
八
度
二
及
ぶ
。
痢
病
な
る
べ
し
。

朝
飯
一
わ
ん
・
昼
飯
粥
弐
わ
ん
、
夕
飯
弐
椀
、
右
二
付
、
明
朝
、
草
間
宗
仙
江
手
紙
ヲ
以
、
可
申
遣
た
め
、
夕
方
、
お
さ
ち
ヲ
以
、
人
足
壱
人
、

二
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い
も

翌
十
五
日
に
な
る
と
、
痢
数
も
昼
三
度
、
夜
三
度
に
減
り
、
「
追
ど
順
快
」
に
向
い
、
十
六
日
に
は
天
明
（
明
け
方
）
か
ら
暮
れ
ま
で
に
大

便
五
度
で
、
そ
れ
も
「
本
便
」
と
な
り
、
十
七
日
に
は
「
腹
痛
も
薄
く
」
な
り
、
十
八
日
に
は
次
の
よ
う
に
、
快
方
に
向
っ
て
い
っ
た
。

お
ミ
ち
容
体
、
段
ど
順
快
二
而
、
夜
前
〈
同
へ
不
行
、
今
朝
天
明
少
と
腹
痛
、
本
便
通
ズ
。
今
日
天
明
後
、
大
便
弐
度
・
小
便
壱
度
、
去
十
一

日
よ
り
、
煎
薬
三
帖
づ
上
服
用
。
此
外
変
事
無
し
。
今
日
朝
粥
壱
椀
・
昼
麦
飯
二
わ
ん
・
夕
粥
壱
椀
半
、
食
之
。

そ
し
て
、
十
九
日
に
は
気
力
も
戻
っ
た
の
か
、
日
記
代
筆
も
出
来
る
ま
で
に
な
っ
た
。

こ
の
十
日
間
に
わ
た
る
お
路
の
「
痢
病
」
と
は
い
っ
た
い
な
に
か
。

痢
病
と
い
う
病
名
は
古
く
か
ら
あ
り
、
下
痢
を
と
も
な
う
急
性
の
消
化
器
系
の
伝
染
病
に
ひ
ろ
く
用
い
ら
れ
て
い
た
。
蘆
川
桂
洲
の
『
病
名

、
、
、
、
、

彙
解
』
（
貞
享
三
年
、
ニ
ハ
八
六
）
に
は
、
「
痢
病
俗
二
云
シ
。
フ
リ
ハ
ラ
ナ
リ
。
丹
渓
ノ
曰
痢
赤
キ
ハ
血
二
属
ス
、
小
腸
ヨ
リ
来
ル
。
白
キ
ハ

気
二
属
ス
、
大
腸
ヨ
リ
来
ル
」
と
あ
る
。
ま
た
江
戸
後
期
の
見
聞
記
と
し
て
名
高
い
津
村
涼
庵
の
『
謹
海
』
（
寛
政
七
年
、
一
七
九
五
）
に
は
、

油
気
・
風
邪
に
つ
い
で
痢
病
は
出
度
数
の
高
い
病
名
と
し
て
出
て
お
り
、
や
は
り
江
戸
後
期
の
飛
騨
の
一
寺
院
の
過
去
帳
で
も
、
萢
瘡
・
虫
に

（
九
）

つ
ぐ
病
名
と
し
て
痢
病
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

馬
琴
は
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
夏
大
病
に
か
か
り
、
一
ヵ
月
半
余
臥
床
し
、
ま
た
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
夏
に
も
大
病
に
か
か
り
、
半

月
余
寝
込
ん
だ
。
こ
の
二
回
の
大
病
は
い
ず
れ
も
下
痢
・
腹
痛
の
は
げ
し
い
痢
病
で
あ
っ
た
。
文
政
十
年
の
馬
琴
の
病
中
に
は
、
長
男
宗
伯
も

同
じ
下
痢
で
十
数
日
臥
床
し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
今
回
の
お
路
の
症
状
と
似
か
よ
っ
て
い
た
。

お
路
の
こ
の
痢
病
は
、
か
つ
て
の
馬
琴
・
宗
伯
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
、
単
な
る
胃
腸
障
害
で
は
な
く
、
そ
の
症
状
か
ら
ゑ
て
、
細
菌
性
腸

炎
か
赤
痢
が
想
定
さ
れ
る
。
当
時
の
庶
民
生
活
の
衛
生
状
態
か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
細
菌
性
腸
炎
や
赤
痢
が
繰
り
返
し
流
行
し
て
い
た
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。
幸
い
こ
の
と
き
は
滝
沢
家
で
は
感
染
者
は
な
か
っ
た
が
、
す
ぐ
あ
と
に
近
所
の
豆
腐
屋
の
子
ど
も
二
人
が
同
じ
痢
病
に
罹
患

（
一
○
）

し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
こ
の
痢
病
は
い
ず
れ
も
赤
痢
と
い
う
よ
り
は
細
菌
性
腸
炎
と
お
も
わ
れ
る
。

こ
う
し
て
、
お
路
は
八
月
下
旬
に
は
回
復
し
、
一
千
六
日
に
は
医
師
の
許
し
も
あ
っ
て
、
「
夕
膳
鰺
の
乾
物
を
食
ス
」
と
喜
し
そ
う
に
聿
偏
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り
ぐ
、
〉
（
や
０

、
、
、

て
い
る
。
と
こ
ろ
が
そ
の
八
月
二
十
九
日
に
豆
腐
屋
の
娘
お
ま
き
が
痢
病
を
発
し
、
九
月
七
日
に
は
「
痢
病
い
よ
ｊ
、
危
胎
二
て
、
苦
痛
難
儀

の
よ
し
申
二
付
、
熊
胆
少
畠
遣
之
」
し
た
が
、
十
二
日
に
は
末
子
の
善
吉
が
感
染
し
、
「
亦
痢
病
の
様
子
二
て
、
腹
痛
甚
し
」
と
な
っ
た
。
下
痢

、
、
、

で
汚
れ
物
に
困
っ
て
い
る
豆
腐
屋
に
同
情
し
た
お
路
は
、
九
月
十
六
日
や
っ
て
来
た
豆
腐
屋
の
妻
お
す
桑
に
ポ
ロ
き
れ
な
ど
を
与
え
て
や
る
。

お
路
自
身
の
筆
に
な
る
日
記
の
次
の
一
節
か
ら
は
、
病
い
に
対
し
て
近
隣
同
士
で
助
け
合
う
と
い
う
当
時
の
庶
民
の
心
情
が
側
だ
と
伝
わ
っ
て

減
ら
し
た
。

（
マ
マ
）

昨
夜
、
吾
等
少
し
物
あ
た
り
の
や
う
子
二
て
、
腹
強
り
難
義
之
処
、
お
ミ
ち
を
呼
起
し
、
圃
江
行
。
胃
便
通
候
て
、
腹
の
強
り
〈
少
し
よ
ろ
し

（
マ
マ
）

く
候
へ
ど
も
、
喘
息
二
て
、
し
隷
〈
ら
く
ふ
せ
り
か
ね
、
七
半
時
よ
り
、
又
睡
民
ス
。
故
二
今
朝
よ
り
、
昌
令
湯
煎
服
、
大
便
〈
昨
夜
の
儘
二

て
、
今
日
は
、
食
少
し
減
じ
た
り
。
其
余
ハ
替
る
こ
と
な
し
。

そ
の
ご
、
一
家
は
一
時
平
穏
だ
っ
た
が
、
や
が
て
季
節
の
変
り
目
と
な
り
、
森
雨
が
つ
づ
き
、
冷
気
が
や
っ
て
き
た
九
月
二
十
八
日
、
ま
た

例
に
よ
っ
て
太
郎
が
風
邪
を
ひ
い
て
寝
込
む
。

太
郎
、
絵
習
如
例
之
。
風
邪
二
て
、
熱
気
有
之
、
且
、
脚
の
痛
所
、
亦
腫
、
痛
候
二
付
、
夕
飯
後
よ
り
、
早
と
枕
二
就
く
。
お
み
ち
代
読
、
傾

こ
の
九
月
十
六
日
、
馬
琴
が
前
夜
か
ら
食
あ
た
り
気
味
で
、
夜
中
に
お
路
を
呼
び
起
し
、
同
に
行
く
。
便
が
通
じ
る
と
腹
具
合
は
よ
く
な
っ

た
が
、
こ
ん
ど
は
喘
息
が
お
こ
り
、
眠
れ
な
く
な
り
、
午
前
五
時
頃
よ
う
や
く
う
と
う
と
と
し
た
。
こ
の
日
煎
薬
を
服
用
し
、
食
事
も
す
こ
し

昼
後
、
豆
ふ
屋
お
す
ミ
来
ル
。
同
人
末
子
善
吉
義
も
、
昨
日
よ
り
痢
病
二
成
候
て
、
お
ま
き
と
二
人
、
打
臥
罷
在
、
且
、
ぬ
れ
物
多
く
、
干

（
マ
マ
）

か
ね
候
ゆ
へ
、
病
人
を
雫
〈
布
紙
の
上
二
ね
さ
せ
候
よ
し
、
申
之
。
お
ま
き
〈
、
容
様
同
様
二
て
、
困
り
候
よ
し
申
候
二
付
、
ふ
び
ん
候
故
、
古

大
ふ
ろ
し
き
・
古
綿
、
ふ
と
ん
に
せ
よ
と
て
、
遣
之
。

三

ま
た傾
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城
水
儲
伝
六
編
下
峡
二
冊
、
読
之
。

（
一
一
）

十
月
一
日
に
草
間
宗
仙
が
来
診
、
五
積
散
に
葛
根
な
ど
を
加
え
て
服
用
す
る
。
五
日
に
な
る
と
、
脚
の
腫
れ
が
痛
尭
立
居
も
不
自
由
で
、

、
、
、

、
、

お
路
と
お
さ
ち
が
替
る
が
わ
る
介
抱
し
、
夜
中
は
と
く
に
痛
み
が
ひ
ど
く
て
眠
れ
な
い
病
人
を
、
お
路
は
夜
通
し
看
病
す
る
の
で
あ
る
。

太
郎
容
躰
、
同
様
之
内
、
左
之
脚
腫
候
処
痛
、
立
居
不
自
由
二
て
、
夜
分
は
別
而
痛
強
く
成
、
昨
夜
〈
八
時
過
迄
睡
か
ね
候
問
、
お
ミ
ち
看
病

い
た
し
、
暁
は
ま
ど
ろ
ミ
候
へ
、
ハ
、
盗
汗
出
る
と
云
。
其
外
、
食
物
・
大
小
便
〈
替
る
こ
と
な
し
。
今
日
、
昼
の
内
と
い
へ
ど
も
、
立
居
甚

不
自
由
二
て
、
お
み
ち
・
お
さ
ち
、
替
る
人
、
介
抱
致
候
也
。

太
郎
の
具
合
は
、
そ
の
ご
薬
を
あ
れ
こ
れ
変
え
て
み
た
り
し
た
が
、
は
か
ば
か
し
く
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
十
月
十
二
日
立
冬
の
日
、
急
に
寒

あ
ん
か
、
、

く
な
り
、
行
火
（
安
火
）
を
用
い
始
め
た
老
体
の
馬
琴
は
、
そ
の
火
気
に
当
っ
た
の
か
、
「
胸
痛
喘
息
」
を
お
こ
し
、
一
晩
眠
れ
な
く
な
る
。

夕
方
よ
り
、
吾
等
安
火
之
火
気
二
当
り
候
や
、
胸
痛
喘
息
二
て
、
難
義
之
間
、
種
こ
手
当
致
、
漸
く
納
り
候
間
、
五
半
時
頃
よ
り
枕
二
に
つ

く
。
然
ど
も
、
今
夜
睡
ら
れ
ず
。
明
暁
二
至
る
。
寒
気
尤
甚
し
。

翌
十
三
日
、
こ
の
日
も
寒
く
、
太
郎
の
薬
を
人
足
を
使
っ
て
千
住
ま
で
買
い
に
や
ら
し
た
り
、
近
所
で
ま
た
痢
病
が
出
た
噂
話
を
聞
い
た
り

、
、
、
、
画

し
た
日
、
馬
琴
の
胸
痛
喘
息
は
ひ
ど
く
な
り
、
横
に
な
る
こ
と
も
で
き
な
く
な
り
、
呼
び
起
こ
さ
れ
た
お
路
は
薬
を
進
め
た
り
、
背
を
さ
す
っ

し
た
日
、
壷

た
り
す
る
。

今
暁
七
時
前
よ
り
、
吾
等
、
胸
痛
喘
息
二
て
、
横
二
臥
居
難
か
り
。
お
ミ
ち
を
呼
起
し
、
種
ど
介
抱
を
う
け
、
奇
応
丸
・
熊
胆
等
、
い
る
ｊ
、

用
候
へ
ど
も
、
納
か
ね
、
腹
痛
一
時
半
ば
か
り
に
し
て
、
夜
〈
明
た
り
。
然
ど
も
、
其
儘
二
打
臥
居
て
、
昼
飯
、
麦
飯
二
椀
、
食
之
。
薬
〈

蘇
子
降
気
湯
、
中
寒
の
気
味
も
有
之
候
間
、
柴
胡
姜
桂
湯
煎
用
。

こ
う
し
て
、
こ
の
日
か
ら
馬
琴
は
死
病
の
床
に
つ
く
の
で
あ
る
。
そ
し
て
十
一
月
六
日
ま
で
の
二
十
四
日
間
、
お
路
は
昼
夜
馬
琴
の
枕
元
に

つ
き
き
り
で
、
看
病
を
す
る
こ
と
に
な
る
。
十
五
日
も
お
路
は
明
け
方
（
天
明
）
ま
で
眠
れ
な
か
っ
た
。

昨
夜
五
時
過
よ
り
、
吾
等
、
喘
息
甚
し
く
発
り
、
横
二
臥
こ
と
を
不
得
。
種
ど
手
当
致
候
得
共
、
胸
中
の
妙
薬
な
し
。
苦
痛
い
ふ
べ
か
ら
ず
。
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（
マ
マ
）

お
み
ち
、
終
夜
介
抱
ス
。
天
明
前
一
室
り
て
、
漸
Ｉ
、
鎮
る
。
此
時
初
て
横
二
臥
ス
。
お
ミ
ち
も
や
う
や
く
枕
二
就
く
。
然
ど
も
夜
不
明
故
一
一

五
時
前
よ
り
起
出
た
り
。
昼
の
間
〈
、
吾
等
横
二
臥
こ
と
を
得
て
、
少
と
安
し
。

さ
き

、
、
、

翌
十
月
十
六
日
、
馬
琴
の
長
女
お
幸
の
許
に
養
女
に
や
っ
た
お
路
の
長
女
お
つ
ぎ
の
婿
の
清
右
衛
門
が
飯
田
町
の
家
か
ら
や
っ
て
来
た
。
清

右
衛
門
は
脚
気
の
気
味
に
さ
ら
に
痔
疾
で
難
儀
し
て
い
た
が
、
良
く
な
っ
た
と
い
う
の
で
、
馬
琴
の
病
気
に
効
く
と
い
う
「
真
鳩
の
黒
焼
」
を

ぎ
帰
っ
て
行
っ
た
。

依
頼
す
る
。

、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、

翌
十
七
日
、
痢
病
で
苦
し
ん
で
い
た
豆
腐
屋
の
娘
お
ま
き
が
全
快
し
、
床
揚
祝
義
の
赤
飯
壱
重
を
持
っ
て
く
る
。
馬
琴
の
容
体
は
か
わ
ら
な

、
、
、
、

、
、
、
、

か
つ
た
が
、
喘
息
の
奇
方
と
い
わ
れ
る
ク
ロ
承
つ
（
黒
蜜
）
に
生
姜
を
温
酒
で
呑
ん
で
承
る
と
、
喘
息
は
お
さ
ま
り
、
眠
る
こ
と
が
で
き
た
。

喘
息
奇
方
、
ク
ロ
ゑ
つ
生
姜
三
片
、
温
酒
二
て
呑
下
し
、
今
晩
、
吾
等
四
時
前
、
用
之
。
右
之
功
香
、
喘
息
納
り
、
明
暁
正
六
時
前
迄
睡
二
就

く
。
但
、
少
と
停
滞
之
気
味
あ
り
。
酒
は
湯
を
交
へ
て
飲
之
。

、
、
、

翌
十
月
十
八
日
、
昼
前
に
千
住
に
取
り
に
や
っ
た
太
郎
の
薬
が
届
き
、
同
じ
頃
、
お
さ
き
が
父
馬
琴
の
見
舞
い
に
や
っ
て
来
た
。
一
昨
日
頼

ん
で
お
い
た
真
鳩
の
黒
焼
を
清
右
衛
門
が
黒
焼
屋
で
手
に
入
れ
た
の
で
そ
れ
を
持
っ
て
き
て
く
れ
た
。
と
こ
ろ
が
白
焼
を
黒
焼
と
読
み
違
え
た

．
（
一
一
一
）
、
、
、

こ
と
が
わ
か
っ
た
が
、
黒
焼
屋
が
云
う
に
は
、
黒
焼
も
効
く
と
い
う
の
で
、
こ
れ
を
服
用
し
て
み
る
。
お
さ
き
は
夕
食
を
た
べ
、
午
後
四
時
す

今
朝
朝
飯
後
、
吾
等
少
ミ
腹
痛
．
大
便
急
二
潟
ス
。
但
、
水
潟
二
あ
ら
ず
。
形
あ
り
。
其
後
替
る
こ
と
な
し
。
早
朝
薬
取
二
遣
し
候
人
足
、
昼

時
前
、
帰
来
ル
。
千
住
新
谷
石
川
屋
二
も
、
元
方
よ
り
薬
多
不
参
、
先
約
方
へ
造
し
ニ
不
足
候
由
一
一
て
、
此
方
へ
い
縄
一
一
二
包
渡
し
候
由
二
て
、

代
銭
残
り
百
五
十
文
持
参
、
右
請
取
。
明
朝
よ
り
用
候
つ
も
り
二
て
、
を
さ
め
置
。
右
同
刻
、
お
さ
き
、
吾
等
病
気
見
舞
二
来
ル
。
一
昨
日
頼

置
候
真
鳩
黒
焼
、
清
右
衛
門
、
黒
焼
屋
二
て
鑿
穿
致
、
漸
く
手
二
入
候
よ
し
二
て
、
一
羽
焼
立
候
儘
持
参
。
然
る
処
、
本
書
一
一
〈
、
真
鳩
を
白

焼
二
致
、
一
羽
を
七
日
二
食
し
、
煎
薬
一
一
も
加
味
致
候
由
、
有
之
所
、
白
焼
を
黒
焼
と
読
違
、
今
さ
ら
後
悔
詮
な
く
候
へ
ど
も
、
黒
焼
も
功
あ

る
よ
し
、
黒
焼
屋
二
て
申
由
な
れ
ば
、
く
る
み
を
延
引
致
、
右
之
黒
焼
を
今
晩
よ
り
少
ど
服
用
ス
。
お
さ
き
ニ
タ
飯
給
さ
せ
、
夕
七
時
過
帰
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、
、
、

翌
十
月
十
九
日
、
こ
の
日
江
戸
の
空
は
晴
れ
あ
が
り
、
昼
か
ら
風
が
吹
き
、
寒
気
が
厳
し
く
な
っ
た
。
昨
日
お
さ
き
が
持
っ
て
来
て
く
れ
た

（
一
言
一
）
ロ

鳩
の
黒
焼
を
服
用
し
て
染
た
が
、
効
き
目
は
な
く
、
明
け
方
ま
で
眠
れ
ず
、
呼
び
起
さ
れ
た
お
路
は
小
青
竜
湯
を
呑
ま
せ
た
り
、
あ
れ
こ
れ
と

吾
等
容
躰
、
昨
日
は
喘
息
悩
悶
、
』

不
堪
ず
し
て
、
お
ミ
ち
を
呼
起
し
、

昨
夜
〈
不
睡
也
。
昨
夜
小
便
二
度
、

翌
二
十
日
、
馬
琴
の
「
煩
悶
」
は
、

琴
）
の
容
体
を
書
き
と
ど
め
て
い
く
。

介
抱
し
て
夜
を
明
か
す
。

去
。
此
節
、
清
右
衛
門
多
用
の
由
二
て
、
お
つ
ぎ
ハ
不
来
也
。

、
、
、

お
さ
き
が
帰
っ
た
あ
と
、
医
師
の
草
間
宗
仙
が
来
診
、
馬
琴
と
太
郎
を
診
察
す
る
。
馬
琴
は
こ
の
日
、
朝
食
は
浅
づ
け
一
椀
、
昼
食
は
粥
一

、
、
、

、
、
、
し
ゃ
く

椀
、
夕
食
は
う
ど
ん
一
椀
、
そ
れ
に
ぶ
ど
う
を
す
こ
し
口
に
し
た
。
小
便
の
通
じ
も
悪
く
な
り
、
一
回
に
三
四
夕
（
勺
）
ぐ
ら
い
と
な
っ
た
。

お
路
は
舅
の
小
便
の
量
ま
で
を
克
明
に
記
録
し
て
い
く
。

夕
七
半
時
頃
、
草
間
宗
仙
来
診
。
太
郎
井
二
吾
等
容
躰
を
告
ぐ
。
且
、
診
豚
せ
ら
る
。
太
郎
〈
替
る
こ
と
な
し
。
吾
等
舌
二
少
し
白
帯
あ
り
。

小
便
程
よ
く
通
候
〈
堂
、
喘
も
宜
し
か
ら
ん
と
云
。
如
例
、
供
人
二
人
二
支
度
代
百
文
遣
ス
。
吾
等
容
躰
、
昨
夜
よ
り
、
物
二
よ
り
掛
り
、
臥

こ
と
を
得
た
り
。
朝
飯
浅
づ
け
壱
椀
、
昼
飯
剛
飯
の
粥
一
椀
、
食
之
。
夕
飯
鯛
鈍
壱
わ
ん
餘
、
食
之
。
う
ど
ん
ハ
飯
よ
り
味
よ
ろ
し
く
覚
た

り
。
其
外
〈
、
ぶ
ど
う
少
ど
食
し
た
る
の
ミ
。
小
便
兎
角
遠
く
、
昨
夜
〈
三
四
タ
ヅ
ヅ
、
二
度
通
。
今
日
は
朝
よ
り
暮
時
迄
三
度
。
或
は
三

四
夕
、
五
夕
通
る
時
も
あ
り
。
飲
湯
と
た
す
れ
等
〈
三
分
一
な
る
べ
し
。

四

昨
日
は
喘
息
悩
悶
、
お
さ
ぎ
持
参
の
鳩
の
黒
焼
を
用
候
故
嗽
、
気
分
快
ら
ず
候
へ
ど
も
、
明
七
時
頃
迄
〈
打
臥
罷
在
、
終
ニ
ハ

、
お
ミ
ち
を
呼
起
し
、
小
青
竜
湯
を
服
、
彼
是
介
抱
せ
ら
れ
て
、
夜
を
明
し
、
今
朝
四
時
前
よ
り
九
時
前
迄
、
初
て
睡
二
つ
く
。

也
。
昨
夜
小
便
二
度
、
今
朝
一
度
、
三
度
取
集
、
壱
合
余
。
今
粥
一
椀
ヅ
、
三
度
、
其
外
替
る
事
な
し
。

馬
琴
の
「
煩
悶
」
は
い
よ
い
よ
つ
の
る
。
し
か
し
、
あ
く
ま
で
も
几
帳
面
な
馬
琴
の
心
を
察
し
、
お
路
は
日
記
に
「
吾
等
」
（
馬
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お
路
は
舅
の
看
病
に
か
か
り
き
り
と
な
り
、
十
月
二
十
七
日
か
ら
は
日
記
も
太
郎
の
筆
と
な
る
。
太
郎
は
祖
父
馬
琴
の
こ
と
を
「
家
君
」
あ

る
い
は
「
家
翁
」
と
記
す
。
十
月
三
十
日
の
馬
琴
の
容
体
を
太
郎
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

家
君
御
容
体
、
今
日
も
被
為
変
候
事
、
無
之
。
昨
夜
御
小
水
三
度
。
天
王
宮
二
て
御
祈
祷
行
候
故
欺
、
昨
夜
〈
少
と
御
平
也
。
今
朝
よ
り
暮

時
迄
、
御
小
水
三
度
、
壱
合
三
夕
程
、
夜
二
入
五
シ
時
頃
、
大
便
少
と
御
通
じ
、
朝
．
昼
御
飯
、
湯
漬
飯
軽
く
弐
椀
、
夕
方
温
鈍
一
二
椀
、
夜
二

（
マ
マ
）

入
六
半
時
頃
、
粥
少
と
、
被
召
上
之
。
其
外
、
蒲
萄
少
ミ
ヅ
、
、
被
召
之
。
其
外
、
被
為
替
候
事
、
無
之
。

翌
十
一
月
一
日
、
昨
日
か
ら
相
談
し
依
頼
し
て
い
た
医
師
中
島
玄
伯
が
や
っ
て
来
て
、
診
察
し
て
く
れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
と
い
っ
た
「
外
二

了
簡
も
無
之
候
得
共
」
、
他
の
薬
を
調
剤
し
て
く
れ
る
と
の
こ
と
、
翌
二
日
は
こ
の
中
島
玄
伯
の
薬
と
草
間
宗
仙
の
薬
と
を
併
用
し
て
桑
る
。

翌
三
日
、
は
じ
め
て
薄
氷
の
は
っ
た
寒
い
日
、
馬
琴
は
胸
痛
が
ひ
ど
く
な
り
、
四
日
に
は
中
島
玄
伯
が
再
び
来
診
し
た
が
、
馬
琴
の
容
体
は

ち
く
れ
き
（
一
四
）

変
ら
な
い
。
翌
五
日
の
朝
、
お
路
は
屋
敷
の
後
の
竹
を
切
り
取
り
、
舅
に
呑
ま
せ
る
た
め
の
「
竹
歴
」
を
一
合
ほ
ど
つ
く
る
。
そ
の
ご
、
門
内

で
舅
の
病
気
平
癒
を
願
っ
て
観
世
音
を
百
度
拝
し
、
十
一
時
頃
終
る
。
医
師
も
も
は
や
「
詮
方
な
き
よ
し
」
と
告
げ
、
一
同
「
残
念
至
極
、
歎

も
の
で
あ
ろ
う
。

問
夕
方
迄
、
繕
に
三
度
也
。

吾
等
、
昨
晩
病
気
甚
敷
再
発
、
夜
二
入
九
時
よ
り
一
時
ほ
ど
ね
む
り
、
八
時
過
よ
り
七
時
迄
又
睡
。
其
餘
ハ
喘
息
煩
悶
、
明
方
二
至
り
て
少
と

鎮
る
。
夜
中
小
便
三
度
、
但
、
三
四
タ
ヅ
、
也
。
今
日
は
朝
飯
湯
づ
け
飯
一
椀
、
夕
方
干
温
鈍
か
る
く
二
椀
、
其
間
ぶ
ど
う
少
ミ
、
食
之
。

温
鈍
は
殊
の
外
活
候
付
、
う
ど
ん
の
ゆ
で
ゆ
二
三
椀
・
茶
一
鬮
一
わ
ん
黄
瓜
溜
一
わ
ん
給
候
故
、
腹
殊
の
外
は
り
、
且
、
通
じ
な
し
。
今
日
昼
の

翌
二
十
一
日
、
馬
琴
の
病
勢
は
悪
化
し
て
い
っ
た
。
日
記
も
も
は
や
口
述
筆
記
と
い
う
よ
り
、
馬
琴
の
文
体
で
お
路
自
身
が
書
い
て
い
っ
た

吾
等
、
昨
夜
〈
寒
芦

時
迄
、
少
ど
鎮
り
、

一
シ
、
只
是
の
ミ
。

昨
夜
〈
寒
気
二
不
堪
、
且
、
煩
悶
二
て
臥
こ
と
か
な
〈
ず
。
暁
八
時
迄
一
一
お
ミ
ち
を
三
度
呼
起
し
、
介
抱
を
う
け
、
八
時
よ
り
正
六

少
ど
鎮
り
、
夜
明
て
起
出
ヅ
。
今
日
は
小
便
暮
時
過
迄
四
度
、
但
、
三
四
タ
ヅ
、
通
ズ
。
朝
飯
ゆ
づ
け
一
わ
ん
。
夕
飯
う
ど
ん
も
り
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息
之
外
な
く
、
最
期
の
近
い
こ
と
を
知
る
。

家
翁
御
容
体
、
御
同
扁
与
申
内
、
昨
今
〈
別
而
御
胸
痛
・
御
煩
悶
甚
敷
、
御
腫
気
・
御
労
気
、
被
為
重
候
へ
ど
も
、
医
師
も
、
実
二
詮
方
な
き

よ
し
、
申
之
。
外
医
と
云
と
も
、
何
と
も
同
様
申
候
二
而
、
残
念
至
極
、
歎
息
之
外
な
く
、
昨
夜
よ
り
御
小
水
今
朝
迄
四
度
、
壱
合
壱
夕
程
、

今
朝
よ
り
暮
時
迄
五
度
、
壱
合
弐
夕
。
今
朝
粥
半
椀
程
・
暮
時
温
鈍
弐
匁
程
。
今
日
よ
り
、
竹
歴
御
服
用
。
右
之
外
、
被
為
替
儀
、
無
之
。

翌
十
一
月
六
日
の
早
暁
、
午
前
二
時
頃
す
こ
し
小
康
が
見
え
た
が
、
ほ
ど
な
く
最
後
の
煩
悶
が
き
て
、
そ
れ
も
束
の
間
、
午
前
四
時
つ
い
に

息
絶
え
た
。
太
郎
は
病
床
で
、
次
の
よ
う
に
記
す
。

昨
夜
よ
り
家
翁
御
容
体
御
不
出
来
二
而
、
御
胸
痛
・
御
煩
悶
甚
敷
、
少
も
横
二
被
為
臥
候
こ
と
被
成
が
た
く
、
御
煩
悶
度
ミ
ニ
付
、
御
薬
・
竹

歴
等
、
少
ミ
ヅ
、
度
ど
被
召
上
、
八
シ
時
頃
よ
り
、
少
と
納
候
御
様
子
二
而
、
被
為
臥
候
所
、
無
程
、
御
煩
悶
甚
敷
、
終
二
御
養
生
不
被
為

叶
、
今
朝
寅
ノ
上
刻
、
御
息
絶
被
成
候
。
種
と
薬
種
・
医
等
、
手
を
尽
す
と
云
ど
も
、
其
詮
な
く
、
終
二
御
遠
行
被
為
成
候
事
、
御
老
年
と

は
乍
申
、
歎
息
此
外
有
べ
か
ら
ず
。
早
速
、
御
床
北
向
二
相
直
し
、
御
香
花
、
其
外
と
も
奉
備
。
一
同
歎
此
上
有
べ
か
ら
ず
。
拝
し
畢
る
。

こ
の
日
、
江
戸
の
空
は
小
雨
模
様
で
、
肌
寒
い
日
で
あ
っ
た
。
親
族
や
知
人
た
ち
が
あ
わ
た
だ
し
く
出
入
り
す
る
。
そ
ん
な
と
き
、
お
路
は

ひ
と
り
伝
馬
町
ま
で
燈
明
皿
や
花
な
ど
を
買
い
に
行
く
。
そ
ん
な
母
（
家
母
君
）
の
後
姿
を
、
太
郎
は
こ
う
書
き
と
め
て
い
る
。

五
時
前
、
家
母
君
、
燈
明
ざ
ら
、
御
花
、
其
外
種
ミ
買
物
ニ
伝
馬
町
江
被
為
赴
、
無
程
、
御
帰
宅
。

滝
沢
家
に
嫁
し
て
か
ら
二
十
一
年
間
、
夫
宗
伯
と
死
別
し
て
か
ら
十
三
年
間
、
姑
お
百
亡
き
あ
と
七
年
間
、
ひ
た
す
ら
気
難
し
い
舅
馬
琴
に

仕
え
、
さ
ら
に
馬
琴
失
明
後
継
そ
の
眼
と
も
そ
の
杖
と
も
な
り
、
息
を
通
わ
せ
合
そ
き
た
満
路
１
．
そ
の
旗
が
い
幸
い
日
も
つ
い
に
終
っ

（
一
五
）

た
と
き
、
お
路
は
代
筆
を
続
け
て
き
た
『
著
作
堂
雑
記
』
の
最
後
に
、
お
路
自
身
の
文
章
と
文
字
で
、
舅
の
最
期
を
次
の
よ
う
に
書
き
と
ど
め

る
○

嘉
永
元
年
戊
申
十
月
十
三
日
暁
七
つ
時
頃
よ
り
、
家
翁
胸
痛
発
し
喘
息
し
て
、
奇
応
丸
熊
胆
等
を
服
用
す
、
十
五
日
草
間
宗
仙
来
診
、
三
子
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養
親
湯
調
進
、
其
夜
喘
息
少
々
宜
敷
方
に
て
、
半
夜
に
至
り
睡
眠
、
十
七
日
宗
仙
転
方
し
て
、
小
青
竜
湯
調
進
加
二
五
味
子
「
十
九
日
、
喘
息
に

名
薬
之
由
に
付
、
山
鳩
黒
焼
少
と
進
、
其
後
は
不
レ
用
、
廿
一
日
喘
息
胸
痛
被
し
為
し
重
、
小
便
閉
に
て
下
部
に
水
気
少
々
見
ゆ
、
廿
五
日
渇

息
、
宗
仙
金
口
門
冬
湯
に
五
味
子
杏
仁
蘇
子
茶
白
皮
辛
歴
等
加
、
追
々
煩
悶
甚
労
増
に
付
、
御
全
快
心
元
な
く
候
間
、
尚
亦
名
医
も
有
し
之
、
御

意
に
叶
候
医
師
に
為
二
拝
診
一
可
レ
申
由
、
先
日
よ
り
度
々
申
に
付
、
其
後
外
医
に
も
見
せ
申
度
旨
に
申
上
候
得
ど
も
、
若
者
鰍
余
命
を
貧
者
に

候
は
對
左
も
あ
ら
め
、
我
極
老
に
至
り
、
医
師
三
味
い
ら
ぬ
事
に
候
、
宗
仙
義
見
立
違
候
欺
、
又
は
薬
違
に
候
は
竺
外
医
を
頼
候
事
も
有
べ

く
候
得
共
、
医
案
療
作
共
に
正
理
に
候
間
、
以
来
右
様
之
儀
申
間
敷
と
被
し
仰
候
、
四
シ
谷
坂
町
中
島
玄
伯
来
診
、
医
別
に
了
簡
無
し
之
、
賢

気
丸
料
湯
を
用
ゆ
、
少
ど
逆
上
之
気
味
、
右
薬
二
帖
用
ゆ
、
余
は
不
レ
用
、
十
一
月
五
日
竹
暦
用
可
レ
申
旨
被
し
仰
に
付
、
宗
仙
に
間
合
候
所
、

至
極
宜
敷
由
、
渇
甚
敷
、
葛
湯
か
た
く
り
其
外
益
気
散
等
を
用
、
御
雑
談
平
日
の
如
し
、
其
夜
に
至
り
御
遺
言
被
し
仰
、
其
後
御
胸
痛
煩
悶
甚

敷
事
両
三
度
、
夫
よ
り
少
食
納
り
候
様
存
候
、
六
日
暁
寅
之
刻
に
、
端
然
と
し
て
御
臨
終
被
遊
候
、
年
八
十
二
、
十
一
月
八
日
辰
中
刻
、
尊

骸
菩
提
所
小
石
川
茗
荷
谷
清
水
山
深
光
寺
に
出
棺
、

お
路
は
こ
こ
で
、
馬
琴
が
病
い
重
篤
と
な
り
、
周
囲
の
者
が
医
師
を
代
え
る
こ
と
を
進
め
た
と
こ
ろ
、
「
若
者
か
命
を
貧
る
者
な
ら
そ
う
で

、
、
、
、
、
、
、
、
、

も
あ
ろ
う
が
、
自
分
ご
と
き
極
老
の
者
に
は
こ
れ
以
上
の
医
者
三
昧
は
い
ら
ぬ
事
」
と
、
過
剰
医
療
を
受
け
つ
け
な
か
っ
た
馬
琴
の
言
葉
を
、

そ
し
て
、
「
六
日
暁
、
寅
の
刻
に
、
端
然
と
し
て
御
臨
終
遊
ぱ
さ
れ
候
、
年
八
十
二
」
と
い
う
一
行
に
、
な
が
、
い
辛
抱
の
日
々
を
耐
え
抜
い

、
、
、
、
、

て
き
た
お
路
の
端
然
と
し
た
居
ず
ま
い
を
髻
髭
と
す
る
の
で
あ
る
。

し
っ
か
り
と
書
き
と
め
て
い
る
。

二 つ二注
ごこ、_／

馬
琴
の
日
記
か
ら
の
引
用
は
、
暉
峻
康
隆
他
編
『
馬
琴
日
記
』
第
四
巻
（
昭
和
四
十
八
年
、
中
央
公
論
社
）
の
校
訂
本
に
拠
る
。

以
下
、
年
齢
は
数
え
年
に
し
た
が
う
。

平
胃
散
は
、
食
欲
不
振
・
腹
部
膨
満
・
心
下
瘤
塞
・
食
後
腹
鳴
・
下
痢
な
ど
、
慢
性
急
性
胃
炎
・
消
化
不
良
症
な
ど
に
用
い
る
。
処
方
は
蒼
九
４
．
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一嘗習一

ベ
エ
ノ

〆
ノ
堂

（
九
）

（
一
つ
）

（
一
一
）

（
一
二
）

（
一
四
）

（
一
五
）

（
一
三
）

厚
朴
、
陳
皮
各
３
．
生
姜
、
大
棗
各
２
．
甘
草
１
（
単
位
は
グ
ラ
ム
、
以
下
同
じ
）
。
こ
れ
に
、
麦
芽
、
神
麹
各
２
を
加
え
た
処
方
が
加
味
平
胃
散
。

ど
つ
か
つ

独
活
湯
は
、
独
活
（
セ
リ
科
の
シ
シ
ウ
ド
の
根
）
を
主
成
分
と
す
る
処
方
で
、
風
邪
・
神
経
痛
・
関
節
痛
な
ど
に
用
い
る
。

眺
は
ク
ワ
イ
ま
た
は
イ
ウ
と
読
む
。
腹
中
に
寄
生
す
る
長
い
虫
の
こ
と
。
蛆
虫
（
回
虫
）
に
同
じ
。
す
ぐ
あ
と
、
お
路
も
持
病
の
回
虫
が
出
る
。

黒
丸
子
は
滝
沢
家
製
の
売
薬
で
、
強
精
健
胃
・
腹
痛
差
込
象
に
効
く
と
う
た
っ
た
蜜
煉
り
の
丸
薬
。

柴
胡
姜
桂
湯
は
柴
胡
桂
枝
乾
姜
湯
と
も
呼
ば
れ
、
動
悸
・
息
切
れ
・
神
経
症
な
ど
に
用
い
、
処
方
は
柴
胡
６
．
桂
枝
、
瓜
呂
根
、
黄
苓
、
牡
蠣

各
３
．
乾
姜
、
甘
草
各
２
。

・
こ
れ
い
さ
ん

五
答
散
は
五
苓
散
の
誤
記
と
お
も
わ
れ
る
。
馬
琴
も
文
政
十
年
の
痢
病
の
と
き
五
苓
散
を
用
い
て
い
る
。
邪
熱
が
あ
っ
て
停
水
の
も
の
に
効
が
あ

り
、
急
性
胃
炎
・
感
冒
な
ど
諸
病
に
用
い
ら
れ
た
。
処
方
は
沢
潟
６
・
猪
苓
、
決
苓
、
尤
各
妬
・
桂
枝
噌

拙
著
『
近
世
病
草
紙
』
（
昭
和
五
十
四
年
、
平
凡
社
）
二
六
三
頁
。

服
部
敏
良
『
江
戸
時
代
医
学
史
の
研
究
」
（
昭
和
五
十
三
年
、
吉
川
弘
文
館
）
七
五
一
頁
。

、
こ
し
ゃ
く
さ
ん

五
積
散
は
、
寒
冷
や
湿
気
に
あ
て
ら
れ
て
起
こ
る
諸
病
に
用
い
ら
れ
、
血
行
を
盛
ん
に
し
、
諸
臓
器
の
機
能
を
た
か
め
る
効
能
が
あ
り
、
気
・

血
・
疾
・
寒
・
食
の
五
積
を
治
す
と
い
う
意
か
ら
名
づ
け
ら
れ
た
。
処
方
は
、
蒼
尤
、
陳
皮
、
決
苓
、
半
夏
、
当
帰
各
２
．
厚
朴
、
苛
薬
、
川

言
、
白
正
、
枳
殻
、
桔
梗
、
乾
姜
、
桂
枝
、
大
棗
、
生
姜
、
甘
草
各
１
。

ニ
シ
ケ
ヲ

鳩
の
肉
は
薬
用
と
さ
れ
、
寺
島
良
安
『
和
漢
三
才
圖
會
』
（
正
徳
三
年
、
一
七
一
三
）
の
「
斑
鳩
」
の
項
に
は
、
「
主
治
明
レ
目
、
助
二
陰
陽
一
久
病

と
ヲ

っ
ら
く
れ
Ⅸ
と

虚
損
補
レ
気
、
令
レ
人
不
し
瞳
」
と
あ
る
。
貝
原
益
軒
『
大
和
本
草
』
（
宝
永
五
年
、
一
七
○
八
）
の
「
鳩
」
の
項
に
は
、
「
斑
鳩
性
甚
よ
し
。
虚
を

や
ま
は
と

ゞ
．
い
え
は
と

補
ふ
。
殊
に
久
病
の
人
、
老
人
を
養
な
ふ
。
青
鶴
も
性
よ
し
、
鵲
は
補
益
の
功
よ
り
、
悪
瘡
癖
癬
外
治
の
能
多
し
」
と
あ
る
。
当
時
は
、
津
村
涼

庵
『
潭
海
』
（
寛
政
七
年
、
一
九
五
五
）
に
も
「
癩
澗
に
偏
幅
の
黒
焼
、
足
の
痛
朶
に
す
る
め
の
黒
焼
、
小
児
五
唐
に
ひ
き
が
え
る
の
黒
焼
、
下
血

に
梅
干
の
黒
焼
」
と
あ
る
よ
う
に
、
黒
焼
の
需
要
が
多
く
、
江
戸
に
は
黒
焼
専
業
の
黒
焼
屋
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

小
青
竜
湯
は
、
咳
・
喘
鳴
・
息
切
れ
を
訴
え
る
気
管
支
喘
息
や
気
管
支
炎
に
用
い
る
。
処
方
は
麻
黄
、
筍
薬
、
乾
姜
、
甘
草
、
桂
枝
、
細
辛
、
五

小
青
竜
湯
は
、
咳
他

味
子
各
３
．
半
夏
６
。

ち
く
れ
き

竹
歴
（
竹
瀝
）
は
、
新
し
い
竹
を
火
の
上
に
置
き
、
両
端
か
ら
流
出
す
る
褐
色
の
液
を
集
め
た
も
の
。
清
涼
・
解
熱
・
止
渇
・
鎮
咳
に
用
い
る
。

『
著
作
堂
雑
記
』
か
ら
の
引
用
は
、
『
曲
亭
遺
稿
』
（
明
治
四
十
四
年
、
国
書
刊
行
会
）
の
校
訂
本
に
拠
る
。

（
北
里
大
学
教
養
部
）
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IllnessandtreatmentinMeD/aぴげaz〃〃

byShQjiTATSUKAWA

ThewriterBakinTakizawaofthelateEdoperiod(1767-1848)leftadetaileddiary,fi､omwhich

weknowmuchaboutthemedicalhistoryofBakinandhisfamily,andaboutmediCaltreatmentand

relatedcustomsofthetime.Thispaperdescribeshisl848diary(Kaeil)howBakin'sdaughter-in-law

OmichicaredfbrBakinduringthelastyearofhislifb,revealingmuchaboutmedicalandnursing

practicesofthatperiod.

.Bakinwaseighty-twoatthattime;Omichiwasfbrty-three・OmichiandhersonTaro>whowas

alsoBakin'sheir,wrotethediaryasBakindictatedittothem-Bakinhadgoneblindeightyearsearlier.

ThirtecnyearshadpassedsincethedeathofOmichi'shusbandSohaku,sevensincethatofBakin's

wifbOhyaku.

InMayofthesameyear,BakinsufIbredfromcolic;atumorwasdiscoveredinTaro,whohad

alwaysbeenfiail;andTaro'syoungersisterSachihadworms・Thethreeofthemtooktraditional
medicine.

InAugust,Omichigrewillwith<(ribyo'',perhapsbecausenursingthefamilyhadexhaustedher.

Adoctorvisitedheratherhomeasthefbverpersisted・Herhealthwasfilrtherthreatenedbyworms.
Sherecoveredinabouttendavs，fi･omwhatisbelievedtohavebeenaninHammationoftheintes-

〃"

tines(enteritis)causedbybacteria.Ayounggirlfromtheneighborhood/q/kshopalsowasa田icted

by:Gribyo''atthattime.

InSeptember,Tarowasbedriddenagain,Omichinursinghimthroughthenight・InOctober,

（
Ｃ
守
門
）



Bakinexperiencedanattackofchestpainswhichwouldleadtohisdeath.Barelyabletobreathe
becauseofasthma,hetookthecharredpigeonpowdergiventohimasmedicie.

OmichifaithfilllykeptarecordofBakin'sconditioninthediarywhilenursinghimdayandnight.
Bakinhimselfrealizedthathisdeathwasnearandstoppedreceivingunnecessarymedicaltreatment､

OmichifinishedBakin'sChoJαk"吻之αk"descriptionofthelastdaysofherfather-in-law,Bakin.

ノ

（
再
郡
司
）

『
》
、

心
に
ぐ


